







Statistical Observetion of Crowns and Bridges 
 in Matsumoto Dental College in 1983
KUMIKO SUGIMOTO ATSUSHI NAGATA YOSHIKAZU ISHIHARA HARUHlSA ITOH
KlYOHIKO IWASAKI KYOHKO MISAWA SATOSHI KOYAMA













































































































































































































































































































昭58 23 153 247 148 123 50 9 753
（3．05） 120，32）（32．80） （19．65） （t6．34）（6．64） （L20） （100．00）
昭55 14 115 149 136 82 31 9 1 537
計
（2．61） （21．42） （27．75） （25．33）（15．27） （5．77） （1．68） （0．19）（100．00）
昭52 9 89 88 64 44 17 6 1 318
（2、83） （27．99） （27．67）（20．13） （13．84） （5．35） （1．89） （0．31） （100．00）
昭49 6 32 29 25 17 7 116










ｲ査年 出 幽 出 縞 耶 聴 鵠


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭49 　　24i10．30） 　21i9．01） 　　45i19．31）
昭58
既製陶歯 昭55前　装　　冠 昭52
昭49 　3i1．29） 　4i1．72） 　7i3．00）















陶材溶着 昭55 　56i4．89） 　124i10．82） 　　180i15．71）鋳　造　冠 昭52 　16i3．11） 　29i5．64） 　45i8．75）





















レ　　ジ　　ン 昭55 　51i4．45） 　123i10．73）
　　174
i15．18）
ジャケット冠 昭52 　26i5．06） 　37i7．20） 　　63i12．26）













昭49 　18i7．73） 　13i5．58） 　　31i13．30）



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調 3 4 5 6 7 8 計
査
年　代 年
昭58 　　3i0．83） 　　1i0．28） 　　4i1．11）
20歳未満
昭55 　　2iLO3） 　　2i1．03）
昭52 　　2iL87） 、 　　2i1．87）
昭49 　　4i8．33） 　　4i8．33）


































昭49 　　8i16．67） 　’4i8．33） 　　2i4．17） 　　14i29．17）






















昭49 　　10i20．83） 　　1i2．08） 　　3i6．25） 　　14i29．17）




















昭49 　　5i10．42） 　　1i2．08） 　　6i12．50）





















昭49 　　4i8．33） 　　2i4．17） 　　4i833） 　　10i20．83）






































































調査年 1　　　2 3 4　　　5 計














































代 昭52 　32　　　3k29．91）（2．80） 　35i32．71）













これらを合計すると340装置を数え，全体の 代 昭52 　12　　　1i1L21）（0．93）
1〔0、93） 　14
i13．08）

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































20歳未満20歳代 30歳代 40歳代50歳代 60歳代 70歳代　80歳以上 計































昭49 　　8i7．41） 　　19i17．59）　　20i18．51）　　7i6．48） 　　20i18．51） 　　74i68．52）


































昭49 　　7i6．48） 　　6i5．56） 　　2iL85） 　　15i13．89）
昭58
既製陶歯 昭55
前　装　冠 昭52 　　2i0．88） 　　2i0．88）
昭49 　　3i2．78） 　　3i2、78）
























陶材溶着 昭55 　　4i0．93） 　22i5．14） 　　6i1．40） 　　10i2．34） 　　8i1．87） 　　6i1．40） 　　5i1．17） 　　61i14．25）
鋳　造　冠 昭52 　　8i3．51） 　　4i1．75） 　　8i3．51） 　　2i0．88） 　　2i0．88） 　　24i10．53）


















昭49 　　1i0．93） 　　1i0．93） 　　2i1．85）






















昭49 　　5i4．63） 　　6i5．56） 　　2i1．85） 　　4i3．70） 　　12i15．74）











































































































































昭58 　65i8．18） 　75i9．45） 　　140i17．63）



































昭49 　　1i0．93） 　　1i0．93） 　　2i1．85）





































．部位 3⊥3⊇ 8－616－8一出 諏 工 工種類 調査年
昭58 　　95i11．96）　　100i12．59）　　195i24．56） 　　153i19．27）　　186i23．43）　339i42．70）
昭55 　　61i14．25）　　75i17．52）　　136i31．78） 　　94i21．96）　101i23．60）　　195i45．56）
全部 鋳造冠 昭52 　　36i15．79）　　37i16．23）　　73i32．02） 　　46i20．10）　　50i21．93）　　96i42．11）
昭49 　　16i14．81）　　16i14．81）　　32i29．62） 　　19i17．59）　　23i21．29）　　42i38．88）　　74i68．52）




















































一目1∫ 装　冠 昭52 　　2i0．88） 　　2i0．88） 　　2i0．88）
昭49 　　3i2．78） 　　3i2．78） 　　3i2．78）




















昭49 　　3i2．78） 　　1i0．93） 　　4i3．70） 　　4i3．70）
陶材溶着 昭58 　　89i11．21）　　26i3．26） 　　6i0．76） 　　121i15．24）　　8i1．01） 　　6i0．76） 　　5i0．63） 　　19i2．39） 　　140i17．63）





昭52 　　16i7．02） 　　2i0．88） 　　1i0．44） 　　19i8．33） 　　4i1．75） 　　1i0．44） 　　5i2．19） 　　24i10．53）
昭49 　　6i5．56） 　　1i0．93） 　　1i0．93） 　　8i7．41） 　　8i7．41）
昭58



















昭52 　　2i0．88） 　　2i0．88） 　　2i0．88）


































昭52 　　3i1．32） 　　1i0．44） 　　1i0．44） 　　5i2．19） 　　7i3．07） 　　5i2．19） 　　3i1．32） 　　16i6．58） 　20i8．77）










































































































































1 1 2 3 3 6














コアー 2 2 4 4昭52 （2．67） （2．67） （5．33） （5．33）
昭49
3 1 4 4
















































































































































































































































































































































部位 旦 逃 8－66－8旦 百 蹄 8－66－8π 搬年代 調査年






































































































































































































































































































































昭52 （ 　2P，64） 　　2i1．64）
　　2
i1．64）
昭49
80歳以上昭58
昭55
昭52
昭49
昭58 　　69i15．54）　　84i18．92）　　79i17．79）　232i52．25）　　10i2．25）
　　47
i10．59）
　155
i34．91）
　212
i47。75）
鞘（100．00）
計 昭55 （
19
W，96）
　　34
i16．04）（21
46
D70）
　　99
i46．70）
　　7
i3．30）
　　22
i10．38）
　　84
i39．62）
　113
i53．30）
　　212
i100．00）
昭52 　　18i14．75）
　　17
i13．93）
　　25
i20．49）
　　60
i49．18）
　　5
i4。10）（
11
X．02）
　　46
i37．70）
　　62
i50．82）
　　122
i100．00）
昭49 　　10i16．13）
　　14
i22．58）
　　10
i16．13）
　　34
i54．45）
　　7
i11．29）
　　21
i33．87）
　　28
i45．16）
　　62
i100．00）
（　）
昭58
昭55
％
：昭和58年　昭52：昭和52年
：昭和55年　昭49：昭和49年
松本歯学　11（3）1985
体の56．81％を占めた．
　6．支台築造体について
　表20および21に示すごとくキャストコアーが最
も多く374個であり，総数400個のうちの93．50％を
占めた．次いでセメントコアー16個，4．00％，さ
らにアマルガムコアーの6個，L50％，レジンコ
アーの4個，LOO％の順であった．
　これを年代別にみると各年代ともキャストコ
アーが最も多く，とくに30歳代では149個と総数の
37．25％を占めた．築造部位と築造体の種類との関
係をみると表20に示すように，どの部位もキャス
トコアーが最も多く，とくに前歯部は上下顎とも
他の種類はみられなかった．顎別には，上顎が208
個，52．00％，下顎が195個，48．75％と，上顎がわ
ずかに多かった．歯群別にみると前歯部，小臼歯
部ともに上顎が多か6た．とくに前歯部では上顎
75個，18．75％，下顎に8個，2．00％と約9．4倍上
顎の築造体数が多かった．反対に大臼歯部では上
顎より下顎のほうが2倍多かった．支台装置の種
類と築造頻度との関係をみると，表21に示すとお
り最も多く装着された支台装置は全部鋳造冠で，
281個を数え，総数400個のうちの70．25％を占め
た．次いで前装冠の113個，28．25％であった．
G．架工歯について
　表22に示すごとく，上顎に装着された架工歯数
は232個，52．25％で，下顎の212個，47．75％より
20個，4．50％多かった．歯群別にみると，上顎で
は小臼歯部84個，18．92％，大臼歯部79個が，
17。79％と大差を認めなかったが前歯部は69個，
15．54％と前2者よりやや少なかった．また下顎で
は大臼歯部が155個，34．91％で最も多く，次いで．
小臼歯部の47個，10．59％と大きく減少し，前歯部
は10個，2．25％で最少数であった．架工歯の年代
別装着頻度についてみると，上，下顎および各歯
群ともに30歳代および40歳代における装着頻度が
他の年代より多いものが大部分で，なかでも30歳
代においては，上顎の各歯群ともに全体の6％以
上の高い装着率を示した．また下顎大臼歯部にお
いては，20歳，30歳，40歳代ともに全体の7％以
上の高い装着率を示した．
考 察
今回の報告は昭和58年1月から同年12月までの
1か年間に松本歯科大学病院補綴診療科で冠・架
265
工義歯補綴物を装着した患者について住所別，年
代別，性別頻度を調査し，さらにそれらの患者に
装着した単独冠1585個および架工義歯支台装置
794個について，それぞれ年代別，性別，部位別，
支台歯の生，失活歯別支台装置の種類別装着頻度，
さらに築造体に対して年代別，部位別，種類別装
着頻度を，また架工義歯361装置および架工歯444
個について，架工義歯の場合は年代別，性別，ユ
ニット数別，種類別および架工歯数別に，架工歯
の場合は年代別および部位別にそれぞれ装着頻度
について調査し，先に報告した昭和49年17｝，同52
年4｝，同55年2）の成績と比べながら検討を加えたも
のである．
A．患者総数と地域別患者数について
　まず患者総数は計753人で昭和49年17）の116人，
同52年4）の318人，同55年2）の537人に比べると調査
年毎に増加をみた．これは開院後10年を経て，大
学病院での補綴診療科としての存在を認められる
とともに，地域住民の口腔衛生知識の向上による
ことも一因として考えられる．
　次にこれを住所別にみると長野県内（除く塩尻
市内）が最も多かったが，昭和49年17），同52年4｝，
同55年2）における調査結果と比較すると，昭和49
年17）には塩尻市内を除く長野県内在住の患者数は
41人で総数116人のうち35．34％を占めるのみで
あったが，昭和52年4），同55年2）と増加し，昭和58
年には391人を数え，総数753人中51．93％と過半数
を超えた。長野県内（除く塩尻市内）の患者の占
める割合が増加を示したことは，塩尻市の人口が
約55．000人（昭和58年12月現在）と，それほど多
くないことも一因していると思われるが，補綴科
が大学病院の臨床科として塩尻市内だけでなく広
く県内在住者から相応の評価を受けつつあること
も考えられる．
B．性別および年代別患者数について
　次に患者数を年代別にみるとその大多数は20，
30，40，50歳代で，これらの合計数は総数の約90％
を占めている．笹本ら（1970）ls｝は，麟蝕罹患率に
ついて調査し，20～50歳代の年代が他の年代より
も罹患率が高率であったことを報告しているが，
このことからも患者の大多数がこれらの年代に集
中して観察されたことは当然の結果と考えられ
る．
　また性別にみると男は322人，44．09％，女は421
266 杉本他：昭和58年における冠・架工義歯補綴に関する統計的観察
人，55．91％であった．昭和49年17），同52年4），同
55年2）の調査結果と比較すると，昭和49年17）には
男が過半数を超えていたが，52年4）以来男の比率
は減少を示している．これは河原ら（1978）6）や小
森ら（1980）！2・：3）Vlよっても同様の報告がみられ，
うなづけるところである．
C．単独冠について
　まず年代別装着頻度では，その大多数は20歳代
から50歳代の間に装着されたもので，これらの合
計数は，全体の約9割を占めており，前述の患者
数の年代別調査において20～50歳代の患者数が多
かったことと一致している．これは，これまでの
調査2・‘・17）と傾向が同じで単独冠の治療年齢がこれ
らの年代であることを再確認できる結果であっ
た．
　また装着頻度を性別にみると男に装着した652
個，41．14％の約1．4倍に相当する933個，58．86％
が女に装着され，先に報告した昭和49年17），同52
年4）に比べて比較的患者数の増加した昭和55年2）
の男女比とほぼ近い結果を得た．これは小森ら
（1980）13）の約3倍，入野ら（1975）3）および岸ら
（1971）9）の約2倍に比べてやや少なく，Tylman
eta12°）の約1．5倍に近い数字であるが，いずれにし
ても女の占める割合が多いことが指摘されてい
る．
　次に部位別装着頻度について調査すると，上顎
歯は下顎歯よりも約15％多かったが，これは臼歯
部での装着数が顎別にはあまり大差を認めなかっ
たにもかかわらず，前歯部での装着数が上顎で344
個，21．70％，下顎で88個，5．55％と著しい差があ
るためで，これは，“昭和50年歯科疾患実態調査報
告15）”の健全歯の総数に対する歯種別比率をみて
も上顎より下顎のほうが，10％強も多いことや竹
内ら（1952）19）による下顎前歯部の踊蝕罹患率が上
顎前歯に比較して低いという著述からもうかがい
知ることができる．
　また年代別頻度との関係でも全ての年代で下顎
歯よりも上顎歯の装着数のほうが多い結果を得た
のも，入野ら（1975）3），岸ら（1971）9｝による成績
と同様の傾向で，前歯部の冠装着数の差が大きな
要因となっている．
　次に支台歯の生，失活歯別装着頻度について検
討を加えると生活歯207歯，13．06％の約6．7倍が失
活歯で，その数は1378歯，86．94％となり調査年毎
に経年的増加傾向をみた．そしてこれらを年代別
および部位別にみても全ての年代および部位にお
いて失活歯のほうが生活歯よりも多く観察され
た．先の昭和49年’7），同52年4），同55年2）の調査で
もほぼ同様の傾向を示し，また小森らによる昭和
48年1°），同53年13）の調査でもほぼ同様の傾向を報
告している．これは本調査の対象を単独冠とした
ためで支台歯歯質に大きな実質欠損を有している
場合が多かったことと，一方では歯内療法の進歩
によって支台歯の保存が，より可能になったこと
などによるものと思われる．
　単独冠を種類別に，その装着頻度をみると全部
鋳造冠が65．80％を占めて最も多く，以下前装冠の
19．87％，ジャケット冠の9．78％，一部被覆冠の
4．23％と続き，継続歯はわずかに0．32％の最少装
着率であった．そして前装冠，ジャケット冠のう
ち既製陶歯前装冠，陶材ジャケット冠は装着され
ていなかった．全部鋳造冠については今回の調査
を含めて，昭和49年17），同52年4），同55年2）の各調
査とも全体の65％を相前後して占めているが入野
ら（1975）3），小森ら（1977）10）もそれぞれ総製作数
の56．2％，59．17％を占めて最多製作数であったこ
とを報告しており，臼歯部での大多数が全部鋳造
冠で占められていることを示唆している．また前
装冠については近時，陶材溶着鋳造冠あるいは硬
質レジン前装冠が普及し，両隣接面顧蝕さらに唇
側歯頸側を含めた踊窩に審美的回復の観点より前
装冠による歯冠補綴法が採択される傾向が強まっ
ているが，本調査成績もこのような影響によるも
のと考えられる．また一部被覆冠が低率であった
のは本学では補綴科診療室と保存科診療室が別個
に設けられている関係上，保存科診療室で装着さ
れたものについては調査対象より除外したことも
一因している．継続歯については入野ら（1975）3）
は2．2％，小森ら（1977）1°）は0．52％で最少数であっ
たことを報告しているが，先の昭和52年4｝，同55
年2）の報告と同様今回も大差なく，全体の0．32％
を占めるのみで，継続歯の適応性が著しく限定さ
れてきたことを示すものであろう．
　一方年齢別，性別および部位別（前歯部を除く）
に，その種類をみると装着頻度はいずれの場合も
全部鋳造冠が最多数を示した．
　次に支台築造体を種類別にみると，キャストコ
アーが97．34％と過去の調査年2・4・17）よりもさらに
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多数を占めた．このことはキャストコアーが他の
練成築造体に比して強度が大で漏洩の心配がない
ということが，製作が複雑であるという欠点を
補って余りあることを示しているものであろう．
部位別にその種類をみると，いずれもキャストコ
アーが最多数を示した．また築造体数を部位別に
みると，上顎の築造体数が下顎よりも約18％多
かったが，これは先に述べた単独冠の部位別装着
頻度の結果と傾向が一致しており，当然の結果で
ある．
　次に単独冠の種類別築造頻度をみるとキャスト
コアー，レジンコアー，アマルガムコアー，セメ
ントコアーともに最も多く装着されたのは，やは
り全部鋳造冠で，ついで前装冠，レジンジャケッ
ト冠の順であり，この傾向は単独冠の種類別装着
頻度と同様であった．
D．架工義歯について
　架工義歯の装着数は計361装置を数えて，調査
年2’‘・17）毎に増加をみ，20歳代から40歳代までの間
に全体の80％強が入り，これに50歳代を含めると
約95％に達した．これは前回までの調査2・4・17），河原
ら（1978）7），入野ら（1975）3），甘利ら（1980）1｝，
小森ら（1977）12）の報告と同様の傾向で，厚生省
のまとめた歯科疾患実態調査の昭和50年の報告15）
による20歳から49歳までの1人平均喪失歯数
0．86～7．88歯および，同56年の報告16｝の
0．40～6．12歯であったことと架工義歯の適応性の
性質とを考え合せると，うなづける成績であった．
　また性別装着数では男，女比がほぼ1．0：1．2と
女のほうが多いが，これはこれまでの調査でも装
着数の著しく少なかった昭和49年17｝を除くと，い
ずれも女のほうが多く，またTylman　et　al2°）の著
述や甘利ら（1980）1），小森ら（1977）12）らの報告，
昭和56年の厚生省の報告16）をみても同様の傾向で
あった．
　ユニット数別装着頻度では，最も多く装着され
たユニット数は3ユニットで77．01％を占めたが，
これまでの調査2’4・17）でも同様に3ユニットのもの
が最も多かった．小森ら（1977）12）の報告でも3ユ
ニットが72．80％を占め，河原ら（1978）7）も1159装
置中5歯以上の欠損歯をもつものは僅かに12装置
1％であったことを報告している．これは架工義
歯が主として1歯欠損を中心とする少数歯欠損の
歯根膜負担義歯であることからみて当然といえ
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る．
　最高ユニット数の経年的変化では昭和49年1ηが
5ユニット，同52年4）が6ユニット，同55年2）が8
ユニットで，年を追って最高ユニット数は大きく
なる傾向にある．このことは先にも述べたとおり，
補綴学，材料学の進歩により，多数歯欠損症例に
も架工義歯を適応できるようになったということ
もあろうが，装着数の経年的増加に伴い多数例中
の少数例と考えるほうが理解しやすい．
　次に架工歯数別装着頻度についてみると架工歯
1個のものが83．93％を占めたが，これは先のユ
ニット別装着頻度の結果が3ユニットが最も多
かったことから当然の結果といえる．
　次に架工義歯支台装置について検討すると，ま
ず年代別装着頻度をみると，その大多数は20歳代
から50歳代までで，これらの合計数は全体の
94．46％を占めていた．これを昭和49年17），同52
年4），同55年2）の調査結果と比較すると，昭和49
年17）が92．50％，同52年4）が92．11％，同55年2，が
92．27％と同様の百分率を示した．これまでの調
査2・4・17）や河原ら（1977）5）や小森ら（1977）ll，の報告
をみても80歳以上の患者には装着されていなかっ
たことから7Q歳代が架工義歯を新たに装着する年
齢のほぼ上限であると考えられる．
　ついで装着頻度を男女別にみると男の装着数
360個，45．34％の約1．2倍に相当する434個，
54．66％が女に装着されている結果を得た．架工義
歯の男女別装着頻度を調査した入野ら（1975）3），
小森ら（1977）11〕の研究でも男より女に対する装着
頻度のほうが多いことを報告しており，本調査も
これらの報告と同様の傾向を示した．また先に述
べた単独冠の男女別装着頻度をみても，約1．4倍女
のほうが多かったが架工義歯における本調査の成
績も大同小異の結果であった．しかしこれらの成
績は，いずれも大学病院の成績であって，一般社
会における成人男子が職域，職種などによって，
受診機関，受診時間などに束縛のあることなどを
考えると，本調査と他の診療機関での性別装着頻
度の成績との間には自然と結果を異にするものが
あると思われる．
　次に部位別装着頻度について，まず歯群別にみ
ると上顎の各歯群が13．98％から17．95％の装着率
で，大差がなかったのに対し，下顎では前歯部が
2．77％と著しく少なく，小，大臼歯部では，とも
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に20％以上の高い装着率を示した．入野ら
（1975）3），・j・森ら（1977）11）などの架工義歯の装着
数と部位との関係についての調査でも歯群別に下
顎前歯部の頻度が著しく少数で，かつ下顎臼歯部
の頻度の多かったことが報告されている．また先
に述べた単独冠の成績で，臼歯部における顎別装
着頻度は，ほとんど差がなかったことを述べたが，
架工義歯支台装置では下顎の小，大臼歯部が，上
顎の同部より装着率が高く，下顎の小，大臼歯部
が架工義歯支台装置装着部位としては，特有の高
頻度を示すことが観察された．これらのことは入
野ら（1975）3）による架工i義歯の欠損頻度と欠損部
位の調査や菊地（1959）8）による歯種と喪失率の調
査で，いずれも下顎の第1大臼歯が上顎の第1大
臼歯よりも約2．5倍の頻度で欠損歯数が多く，また
喪失率も高いという成績からも一応は理解できる
結果である．
　さらに支台歯の生活歯別装着頻度をみると支台
歯中の392歯，49．37％が生活歯，402歯，50．63％
が失活歯で，ほぼその比率は同じであった．他の
調査年2・4・1ηについてみると各年とも生活歯の占め
る割合が多いが，その差は昭和49年1ηでは
13．00％，同52年4｝は32．46％，同55年2）は21．96％
と，昭和52年）以後は失活歯の割合が経年毎に増
加傾向にある．先に述べた単独冠の成績では失活
歯が生活歯の6．7倍を占めたが，これは単独冠が広
範な実質欠損の回復を主たる目的とし，必然的に
失活歯が多くなるのに比べ，架工義歯の支台歯は
架工歯の維持を主たる目的としており，健全歯も
多く含まれ単独冠の場合ほど，失活歯が多くない
のは当然であるが，同時に，年々の歯内療法の発
達が著しく，これまで抜歯を必要とした歯なども
支台歯として利用できるものも増加し，全体とし
て失活歯の比率が高くなりつつあるものと思われ
る．
　ついで支台装着の種類別装着頻度をみると，全
部鋳造冠が67．25％を占めて最も多く，以下前装
冠，一部被覆冠の順であったが，前装冠では既製
陶歯前装冠がみられなかったことと，レジン前装
冠が4％強であったのに対し，陶材溶着鋳造冠の
調査年毎の増加がみられたことは特徴的で，臼歯
部の全部鋳造冠に準じる位置を前歯部において占
めていることを示している．
　次に築造体の種類別にその築造頻度をみると
キャストコアーが93．50％と大多数を占めた．これ
は単独冠の97．34％とほぼ同様の結果であった．ま
た部位別に築造頻度をみると，どの歯群もキャス
トコアーが最も多く，とくに前歯部では上下顎と
もキャストコアーのみであった．これは臼歯部と
異なり，ほとんどの場合合釘を必要とする前歯部
のコアーに強度を与えるためキャストコアーが多
用されたものと思われる．
　次に架工歯を部位別に装着頻度をみると，上顎
は232個，52．25％，下顎は212個，47．75％で上顎
が僅かに4．5％多かったが，歯群別にみると，上顎
は各歯群とも15％から18％の間であるが下顎では
大臼歯部が34．91％と高率で，反対に前歯部では
2．25％と低率を示した．このことは菊地（1959）8）
による歯種と喪失率の調査や入野ら（1975）3）によ
る架工義歯の欠損部位と頻度の調査で，下顎大臼
歯部の喪失率あるいは欠損頻度が他の歯種に対し
て著しく高いことと，さらに下顎前歯部が著しく
低かったという報告からも一応はうなづける成績
であった．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科で昭和58年1月か
ら同年12月までの1か年間に製作装着した単独冠
および架工義歯について，装着頻度の調査を行い，
昭和49年，同52年，同55年の（本学における同じ
方法による調査）成績と比較し，以下の結果を得
た．
　1．患者総数は753人で昭和49年の約6．5倍で
あった．また女が60％を占め，調査年毎に微増傾
向にあった．患者の年代別頻度は20歳代から50歳
代までに，全体の約9割が含まれ，これは他の調
査年とほぼ同じであった．
　2．住所別患者数では，塩尻市内在住者の減少
傾向が認められた．
　3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞ
れ1585個，および361装置を数え，調査年毎に増加
を認めた．
　4．支台歯の部位別装着数では，単独冠および
架工義歯支台数とも下顎前歯部が著しく少なく，
また架工歯は下顎大臼歯部が最も多く全体の約
35％を占め，いずれも他の調査年と同様の傾向で
あった．
　5．支台装置の種類別装着数は，単独冠，架工
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義歯とも全部鋳造冠が過半数を占めた．また陶材
溶着鋳造冠の増加傾向が認められた．
　6．支台歯の生・失活歯別頻度は単独冠では失
活歯が87％弱と著しく多く，昭和49年以後，経年
的に増加していた．架工義歯支台歯では，ほぼ1：
1の割合であった．
　7．支台築造体はキャストコアーの占める割合
が単独冠および架工義歯支台歯ともに，全体の
95％前後を占め，これまでの調査年よりも，さら
に多くを数えた．
　8．架工歯数別にみた架工義歯の装着数は架工
歯1個の装置が最も多く，全体の約84％を占め，
これまでの調査年と同じであった．
　9．ユニット数別架工義歯装着数は3ユニット
の装置が最も多く，各調査年とも同様の傾向で
あった．また最も多いユニット数は8ユニットで
あった．
文 献
1）甘利光治，阪本義典，澤村直明，川上健，藤高洋
　　一，中達重幸，菊地肇，大野直人，小森忠幸（1980）
　　昭和53年における冠・架工義歯補綴に関する統計
　　的観察　その3．架工義歯について．歯科医学，
　　43：426－433．
2）平野龍紀，杉本久美子，戸祭正英，石原善和，伊
　　藤晴久，岩崎精彦，乙黒明彦，大野稔，片岡滋，
　　大溝隆史，甘利光治（1985）昭和55年における冠・
　　架工義歯補綴に関する統計的観察．松本歯学，11
　　（3｝：222～244．
3）入野誠，渡辺勇一，穂積英男，吉田恵夫（1975）
　　各種補綴物の統計（2）．補綴誌，19：317－324．
4）伊藤晴久，竹内利之，戸祭正英，長田淳，三沢京
　　子，岩崎精彦，石原善和，乙黒明彦，片岡滋，高
　　橋喜博，甘利光治（1985）昭和52年における冠・
　　架工義歯補綴に関する統計的観察．松本歯学，
　　11（1，2）：84～102．
5）河原邑安，谷口勉，藤本正之，森勝利，藤田茂信，
　　今上茂樹，山本萬利子，村山茂樹（1977）大阪歯
　　科大学臨床歯科学研究所付属診療所における最近
　　5年間における補綴物の統計的観察　その1．各
　　補綴物の装着頻度について．歯科医学，40：
　　916－922．
6）河原邑安，谷口勉，藤本正之，森勝利，藤田茂信，
　今上茂樹，山本萬里子，村山茂樹（1978）大阪歯
　科大学臨床歯科学研究所付属診療所における最近
　　5年間における補綴物の統計的観察　その2．と
　　くに歯冠補綴物について．歯科医学，41：
　447－454．
7）河原邑安，谷口勉，藤本正之，森勝利，藤田茂信，
269
　　今上茂樹，村山茂樹，山本萬里子，金村恵司（1978）
　　大阪歯科大学臨床歯科学研究所付属診療所におけ
　　る補綴物の統計的観察　その3．とくに架工義歯
　　について．歯科医学，41：455－463．
8）菊地博（1959）口腔診査成績の機械的統計的処理
　　法について　第2報．ロ腔衛生学会雑誌，9：
　　104－135．
9）岸弥栄子，内田忠雄，笠井彰（1971）冠橋義歯補
　　綴物の統計的観察．愛学大歯誌，9：116－124．
10）小森富夫，北上徹也，甘利光治，里見雅輝，吉田
　　温，藤多文雄，小沢寛，沢村直明，松本博，杉中
　　功一（1977）冠・架工義歯補綴に関する統計的観
　　察．その1、単独補綴歯冠について．歯科医学，
　　40：688－694．
11）小森富夫，北上徹也，甘利光治，阪本義典，里見
　　雅輝，吉田温，藤多文雄，高橋典章，松本博，藤
　　高洋一（1977）冠・架工義歯補綴に関する統計的
　　観察．その2．架工義歯支台装置について．歯科
　　医学，40：695－702．
12）小森富夫，北上徹也，甘利光治，里見雅輝，吉田
　　温，藤多文雄，小沢寛，沢村直明，未瀬一彦，小
　　森忠幸（1977）冠・架工義歯補綴物に関する統計
　　的観察。その3．架工義歯について．歯科医学，
　　40：892－898．
13）小森富夫，甘利光治，阪本義典，久保一慶，里見
　　雅輝，藤多文雄，沢村直明，小沢寛，田中昌博，
　　斉藤高子（1980）昭和53年における冠・架工義歯
　　補綴に関する統計的観察その1．単独補綴歯冠．
　　歯科医学，43：268－276．
14）小森富夫，甘利光治，福田滋，里見雅輝，福住峯
　　行，吉田温，藤田文雄，村井則明，大塚潔，院興
　　（1980）昭和53年における冠・架工義歯補綴に関
　　する統計的観察その2．架工義歯支台装置につい
　　て．歯科医学，43：418－425．
15）厚生省医務局編（1977）昭和50年歯科疾患実態調
　　査成績．医歯薬出版，東京．
16）厚生省医務局編（1985）昭和56年歯科疾患実態調
　　査成績．医歯薬出版，東京．
17）長田淳，三沢京子，戸祭正英，伊藤晴久，岩崎精
　　彦，石原善和，大野稔，小山敏，高橋久美子，押
　　川卓一郎，甘利光治（1985）昭和49年における冠・
　　架工義歯補綴に関する統計的観察．松本歯学，11：
　　70－83．
18）笹本正次郎，三井男也（1970）“昭和44年歯科疾患
　　実態調査”の解説．歯界展望，36（6）：1081－1086．
19）竹内光春（1952）口腔衛生学，37．永末書店，京
　　都．
20）Tylman，　S．　D．　and　Malone，　W．　F．　P．（1978）
　　Tylman’s　theory　and　practice　of　fixed　prosth－
　　odontics，7th　ed．，87～95．　The　C．　V．　Mosby　Co．，
　　St．　LOuis．
